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 文化資料館が収蔵している資料は、ただ単に「珍しい」とか、「貴重」、「懐か

しい」というだけでなく、茅ヶ崎のくらし
、、、

を記録した重要な「宝もの」です。「宝

もの」の一つ一つが、人々の生活の営みと時代を映し出す象徴であり、まちの

かけがえのない文化財です。 

 昭和が平成になり、すでに 22 年が経過しました。時代の流れる速度が加速

度を増しているように感じる今日、過去そして現在を記録、保存することは重

要視されつつあります。過去だけでなく、当たり前のように過ぎていく現在の

ことを遺していくことで、次世代に茅ヶ崎を伝えることができるようになりま

す。また「宝もの」である資料を通じて、過去と現在、そして未来をつなぐこ

とが可能となります。 

今回の特別展では、「くらしの博覧会」と題し、文化資料館がこれまで収集し

てきました「宝もの」のうち、未公開だったものを中心に紹介していきます。

まちの「宝もの」を通じて、茅ヶ崎というまちの魅力を発見していただければ

と思います。 

 

 

 

 

モノを集めるということをしている、もしくはかつてしたことはありません

か？ 

モノを集める「コレクション」は、人間の「獲得する」という本能に結びつ

いていると言われています。モノを集める行為の起原をたどっていくと、旧石

器時代にさかのぼることができると言われています。博物館の歴史の始まりは、

そういった個人コレクターとそのコレクションなのです。 

 それでは、博物館がモノを収集して保存することと、個人コレクションの違

いはなんでしょうか？ 

一番の違いは、博物館や美術館は、社会や地域のニーズに応え、学術的な研

究に基づいて、計画的かつ合理的にモノを収集し、地域だけでなく国の大切な

財産として保存していることです。 

そして、テーマにそって収集したものを、時間やかたち、機能といった特色

に応じて並べ展示することで、新たな価値や感動を生み出します。そして博物

館は、モノとそこに含まれる情報を、次世代に伝えるという社会的な役割を担

っていることです。 
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